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審 査 結 果 の 要 旨

農 地 に 散 布 され た農薬 のか な りの 部分 が土 壌 中に 侵入 す る・ 土 壌中 に侵 入 した 農薬 の分 解 過程 を化

学的 に追 跡 した 研 究は数 多 くあ るが,農 薬 が土 壌中 の 微生 物 相に与 え る影響 につ い て検 討 した研 究 は

僅か で あ る。

本 研究 は わが 国 の 水 田除 草剤 と して多 量 に使 用 され たPCPが 水 田土壌 の 細 菌 相に どの よ うな 影響

を及 ぼす か につ いて 検討 した もの で あ る。

先 ずPCPの 作 用 が均一 に行 わ れ る と見 倣 される土 壌 懸 濁液 系を 用 いて好 気的 に検討 した。 そ して,

PCPを40PPm及 び100PPm添 加す ると,添 加 直後 の全 細 菌数 の増大 が一 時 的 に押 え られ るが,

直ち に無添 加 区 と同放 まで 増大 す る こと ・そ の主 体を なす ものは グラム 陰性細 菌でPGP耐 性 を有 す

る もので あ る ことを 明 らか に した。

っ いで,水 田 圃場 を模 した ポ ッ ト内 湛 水 土壌 を用 い還元 層上 部(0～5㎝)土 壌 につ いて 前 と同様

の調 査 解 析 を行 っ た。 そ の結果PCP添 加 前 に優 占す る細 菌群 は グ ラム陽性 のBacillus及 びCory-

neformbacteria群 であ るが,PCP添 加 区(2.671砂/10a常 用 量)で は約1ケ 月後 にBacillus群

の 優 占性 が 低下 し,Pseudomonas群,Pseudomonas-AlcaIlgenes群,Acinetobacter群,Enter-

obacteriaceae群 等 の グ ラム陰性 細 菌群が 増 大 した・ そ して何れ の群 も高濃 度 のPCP耐 性 菌が 主 体

をな して い た。 しか し,約3ケ 月 後 には 再び 無 添加 区同様 元 の 菌相に 復 した。 この ことはPCP添 加

に より細 菌相 は一 時 的 に撹 乱 され るが やが て 元 に復す るこ とを推定 せ しめる。

以上 の 結果 は,農 薬 の安全 性 につ いて の一 端 を明 らか に した もので あ り,農 学博 士 の学位 を与 え る

にふ さわ しい もの と判断 した・
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